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 2009 年から 2013 年までに VATS-E を施行した症例のうち術中に洗浄胸








 洗浄胸水中の IL-6 変動値は、胸腔内手術時間および胸腔内出血量と有
意な相関を認めた。IL-6変動値は、AP群で 188.8(87.7-684.8) (pg/ml)、
NP群で 2423.4(665.7-4861.9) (pg/ml)と AP群で有意に低値であった。 
胸 腔 内 手 術 時 間 は AP 群 で 222.5(178.8-284.0) 分 、 NP 群 で
238.5(168.8-282.5)分と有意差はなく、胸腔内出血量は AP 群で
60.0(20.0-100.0) g、NP 群で 182.5(100.0-250.0) g と AP 群で有意に減
少していた。リンパ節郭清個数は AP 群で 32.0(26.8-40.3)個、NP 群で
29.0(20.3-36.5)個と有意差を認めなかった。術後合併症において有意差
は認めなかった（肺炎:AP 群 0 例、NP 群 1 例（3.9%）、反回神経麻痺:AP
群 1例（3.9%）、NP 群 0例、縫合不全:AP群 0例、NP 群 0例）。 
【考察】 







 洗浄胸水中の IL-6変動値は VATS-Eにおいて、手術侵襲の指標として鋭
敏かつ有用であると考えられた。さらに人工気胸併用 VATS-E は、非気胸
VATS-Eと比較し低侵襲な治療法と考えられた。 
 
